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.....町民憲章を唱和する（左から）

荒尾くん、 j撃井さん、東さん、名越くん

.....司会進行は町出身の

アナウンサー数家直倒さん .....来賓祝辞

本
目
、
朝
日
町
町
制
施
行
印
周
年
記
念
式

典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
多
忙

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
山
県
知
事
を
は
じ
め
、

ク

国
会
議
封
、
県
議
会
議
員
、
友
好
都
市
の
釜

」
石
市
や
全
国
の
朝
日
町
村
、
新
潟
県
青
海
町
、

「

長
野
県
白
馬
村
、
近
隣
市
町
、
そ
し
て
東
京

ク

朝
日
会
．
関
西
朝
円
会
の
皆
械
な
ど
、
町
内

）
は
も
と
よ
り
県
内
外
か
ら
、
か
く
も
多
数
の

可

方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
開
催
で
き
ま
す
こ
と

y

は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、
心
よ
り
岸

、
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

九

歴
史
を
顧
み
れ
ば
、
昭
和
初
年
6
月
幻
目
、

止

時
の
高
辻
武
邦
富
山
県
知
事
に
対
し
、
下
新

』
川
郡
大
家
庄
村
、
山
崎
村
、
南
保
村
、
五
箇

「

庄
村
、
泊
町
、
宮
崎
村
及
び
境
村
の
1
町
6

r
カ
村
は
地
理
的
に
も
相
接
近
し
、
人
情
風
俗

一
習
慣
及
び
文
化
交
通
な
ど
各
方
面
に
わ
た
っ

寸

て
共
通
点
を
有
し
、
か
っ
、
農
林
水
産
商
工

γ
業
の
発
版
、
観
光
施
設
の
拡
充
、
教
育
文
化

寸

※
し
ん

L

U

L

e

一
の
向
上
に
つ
い
て
常
に
唇
歯
輔
車
の
関
係
に

、

あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
町
村
の
配
留
分
合
、

r
す
な
わ
ち
合
併
申
請
暫
を
提
出
し
、
同
年
8

月
1
日
、
名
峰
「
朝
日
岳
」
の
名
か
ら
、
新

生
「
朝
日
町
」
と
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

以
来
、
半
世
紀
と
い
う
歳
月
を
重
ね
、
本
日

こ
こ
に
記
念
す
べ
き
大
き
な
節
目
の
日
を
迎

え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
町
は
、

寓
山
県
の
東
端
に
位
恒

し
、
海
抜
O
M
の
ヒ
ス
イ
海
岸
か
ら
楳
高
3

、・、

昭
和
印
年
代
は
、
鉄
工
業
団
地
の
完
成
や

朝
日
電
子
株
式
会
社
の
誘
致
に
よ
る
産
業
振

興
、
そ
し
て
、
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
総

合
体
育
館
の
完
成
、
朝
日
中
学
校
の
建
設
、

町
民
ひ
と
り
1
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
か
ら
ピ
ー

チ
ボ
ー
ル
競
技
が
誕
生
す
る
な
ど
、
教
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
町
、
朝
日
前
と
し
て
の
基
盤
が

築
か
れ
た

ω年
で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
印
年
代
か
ら
平
成
の
時
代
に
か
け
て

は
、
北
陸
自
動
車
道
の
開
通
、
役
場
新
庁
舎

の
完
成
や
特
別
養
護
老
人
ホ

1
ム
、
生
漉
学

習
館
、
ふ
る
さ
と
美
術
館
、
文
化
体
宵
セ
ン

タ
ー
「
サ
ン
リ
l
ナ
」
の
建
設
、
雌
史
公
幽

の
鰹
備
、
さ
ら
に
は
特
定
商
業
銀
般
整
備
市

業
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
竣
工

を
は
じ
め
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
統

介
小
学
校
の
挫
設
な
ど
、
川
年
の
聞
に
待
望

久
し
か
っ
た
数
多
く
の
施
設
の
整
備

・
充
笑

が
飛
躍
的
に
進
み
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
こ
叩
年
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩

胤
に
伴
い
、
厳
し
さ
を
捕
す
財
政
状
況
下
に

あ
り
な
が
ら
も
、
下
水
道
工
事
へ
の
着
手
、

山
町
村
地
域
総
合
交
流
促
進
施
設
「
な
な
い
ろ

K
A
N」
を
は
じ
め
、
新
消
揃
セ
ン
タ
ー

「
エ
コ
ぽ
i
と
」
、
環
境
ふ
れ
あ
い
施
設

「ら

く
ち
i
の
」
の
完
成
、
ヒ
ス
イ
海
岸
オ
l
ト

キ
ャ
ン
プ
場
の
オ
ー
プ
ン
、
小
学
校
統
合
に

伴
う
跡
地
利
用
と
し
て
待
繍
多
円
的
施
設
の

建
設
、
さ
ら
に
は
北
陸
新
幹
線
工
事
の
開
始
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ピ
の
開
局
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ン
フ
ラ
核
備
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
梢

報
化
が
進
出
し
た
川
年
で
あ
っ
た
か
と
思
い

ミ、叫、叫~

千
M
級
の
北
ア
ル
プ
ス
朝
日
岳

・
白
馬
岳
ま

で
、
総
商
積
の
約

ω
%が
『中
部
山
岳
国
立

公
園
｝
と
「
朝
日
県
立
自
然
公
園
」
に
指
定

さ
れ
て
い
る
自
然
盟
か
な
町
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
自
然
の
恩
忠
を
受
け
な
が
ら
大
き

な
発
泌
を
遂
げ
る

一
方
、
災
心
汚
を
は
じ
め
と

す
る
幾
多
の
苦
難
と
試
練
の
波
に
さ
ら
さ
れ

な
が
ら
も
、
果
敢
に
立
ち
向
か
い
乗
り
越
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
今
円
の
朝
日
間
繁
栄
の
礎
を
築

か
れ
た
先
人
の
た
ゆ
ま
ざ
る
鍔
カ
と
偉
業
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
発
肢
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
各
位
に
対
し
、
高
い
席
か
ら
で
は
あ
り

ま
す
が
、
重
ね
て
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
c

「
資
者
は
歴
史
に
学
ぶ
」
と
い
う
格
言
も

あ
り
ま
す
が
、
今
日
ま
で
の
印
年
間
に
及
ぶ

明
日
町
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

昭
和

ω年
代
は
、
集
中
一
敏
雨
に
よ
る
家
屈
の

倒
股
や
土
砂
災
当
、
河
川
の
決
版
、
問
畑
の

冠
水
被
笹
な
ど
甚
大
な
被
告
に
見
持
わ
れ
る

も
、
高
度
経
済
成
長
の
流
れ
の
中
で
、
朝
H

阿
柄
祉
セ
ン
タ
ー

－
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン

タ
ー
の
建
設
や
都
市
計
両
街
路

・
泊
環
状

線
、
町
道
草
野
・
大
家
庄
線
の
完
成
を
は
じ

め
、
ほ
場
盤
備
事
業
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、

町
発
展
に
向
け
た
骨
格
の
整
備
が
進
展
を
い

た
し
ま
し
た
。

ま
す
。
そ
し
て
現
在
、

地
方
分
権
法
に
よ
る
独
自

性
を
も
っ
た
地
域
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
る
一

方
、
固
と
地
方
の
三
位

一
体
改
識
が
進
め
ら

れ
る
な
か
、
町
に
は
一
一
周
の
行
政
改
革
と
豊

か
で
安
心
で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
前
例
踏
襲
や
依
存
体
質
か
ら
の
脱

却
と
意
識
改
革
を
は
か
る
と
と
も
に
、
あ
さ

ひ
総
合
し
州
院
を
中
心
と
し
た
医
姉
・
保
健

・

梢
祉

・
介
護
の
施
策
を
問
指
す
な
ど
、
「
夢

を
は
ぐ
く
む
人
づ
く
り
」
「
夢
が
あ
ふ
れ
る

阿
づ
く
り
」
「
夢
が
ふ
く
ら
む
産
業
づ
く
り
」

に
向
け
、
引
き
続
き
町
民
の
負
託
と
信
頼
に

応
え
て
ま
い
り
た
い
と
、
意
を
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
印
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
を

機
に
、
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

町
を
、
地
域
を
見
つ
め
直
し
、
新
た
な
明
日

に
向
か
っ
て
、
町
民
総
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
必
裂

で
あ
り
、
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ

め
関
係
各
位
に
は
、
町
政
発
艇
の
た
め
変
わ

ら
ぬ
ご
支
媛
、
ご
鞭
槌
を
賜
り
ま
す
よ
う
切

に
お
願
い
申
し
よ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
日

ご
臨
附
の
背
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
巾
し
よ
げ
式
辞
と

い
た
し
ま
す
。

平
成
同
年
8
H円
1
日
制
｜
町
長

;l;(t 
幻f
nu 
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4
団
体

μ
人
に
ゑ
彰
状
ヒ
感
謝
状

町
制
施
行
切
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
町
政
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
2
団
体
問
人
を
表
彰
し
た
ほ
か
、

2
団
体
6
人
に
感
謝

状
を
授
与
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
・
年
齢
8
月
1
日
現
在）

特
別
功
労

金井俊一
割II路市（83歳）

多
年
に
わ
た
り
教
育
問
児
童
図
書

の
寄
付
を
通
じ
て
学
校
教
育
の
娠
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。t 

鹿熊安正
殿町（77歳）

参
議
院
議
員
並
び
に
富
山
県
議
会

議
員
と
し
て
、
国
政
の
伸
展
と
筒
山

県
政
の
推
進
並
び
に
朝
日
町
の
発

展
、
自
治
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

永
口
栄
治

花
開
局
｛
刊
歳
）

多
年
に
わ
た
り
朝
日
町
区
長
会
長

並
び
に
山
崎
地
区
区
長
と
し
て
地
方

朝
日
民
舞
会

多
年
に
わ
た
り
ぷ
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

前
助
に
蹴
倒
的
に
取
り
組
ま
れ
、
社
会

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
チ
コ
の
会

多
年
に
わ
た
り
朝
日
町
広
報
紙
の

点
訳
並
び
に
点
訳
年
貿
状
の
作
成
、

配
布
な
ど
障
害
桶
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
崎

勇

荒
川
2
丁目（乃歳）

多
年
に
わ
た
り
化
と
紙
の
銀
行
制

同
支
店
頭
取
と
し
て
緑
化
推
進
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

谷
口
邦
夫

辻
岩
崎
（
筒
抜
）

多
年
に
わ
た
り
朝
日
岳
庁
間
山
民

政
助
隊
隊
長
と
し
て
山
岳
遭
難
者
の

救
助
必
ぴ
に
登
山
者
の
併
故
防
止
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

梅

津

伸

東
三
鴻
町
（
制
歳
）

多
年
に
わ
た
り
朝
日
町
職
工
会
会

長
並
び
に
役
員
と
し
て
職
工
業
界
並

び
に
地
域
産
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

大
平

忠

宮
本
町
（
臼
歳
）

多
年
に
わ
た
り
朝
日
町
建
築
事
業

自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

水
野

日月

下
山
新
（
印
歳
）

多
年
に
わ
た
り
下
山
用
水
組
合
収

入
役
と
し
て
農
業
用
水
の
安
定
確
保

と
円
滑
な
迎
営
を
通
じ
て
倶
楽
の
発

股
に
釘
航
さ
れ
ま
し
た
。

食/!JJ政功労受貧の皆さん
上段左から水野正傍さん、魚住さん（代理・魚住常援さん）、締湾さん、大平さん、

谷口さん、廃回路夫さん、中島さん
中段左から Il l~おさん、償問みふさん、朝臼民努会（代表 ・ 秋元まさ子さん）、

水野閉さん（代理・水野英子さん）、プチコの会（代表・大平廃美さん）、
谷さん、米丘さん

下段tiから永口さん、岡崎さん、店富田町議会議長、魚津町長、；工綴さん、浜川さん

魚
住
輝
雄

栄
町
（
加
歳
）

多
年
に
わ
た
り
朝
日
町
老
人
ク
ラ

ブ
迎
合
会
会
長
波
ぴ
に
栄
町
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
と
し
て
、
高
齢
補
祉
の
進

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

江
幡
俊
之

湯
ノ
瀬
（

η出
品
）

多
年
に
わ
た
り
朝
円
町
制
党
障
害

者
協
会
会
長
と
し
て
、
障
害
補
祉
の

進
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

贋
田
み
ふ

事
野
（
市
歳
）

多
年
に
わ
た
り
朗
H
阿
母
子
保
健

抑
進
員
と
し
て
、
保
健
制
作
いの
批
准

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

． 

協
同
組
合
役
目
と
し
て
建
築
業
界
枚

び
に
地
域
民
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

贋
田
隆
夫

草
野
（
引
歳
）

多
年
に
わ
た
り
朝
H
岳
方
間
山
岳

救
助
隙
刷
隙
長
と
し
て
山
岳
辿
難
者

の
救
助
並
び
に
登
山
者
の
事
故
防
止

に
尽
均
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
何
？
に
わ
た
り
制
H
町
連
合
婦
人

平
仰
1
区
口
同
級
）

会
会
以
北
川
び
に
雌
胤
を
守
る
例
川
町
山
師

人
会
会
長
と
し
て
社
会
教
育
の
向
上
と

悩
枇
の
噌
進
に
川
県
献
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
喜
英

殿
町
（
的
歳
）

多
年
に
わ
た
り
山
崎
地
民
体
育
協

会
会
長
と
し
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
慌

興
に
碍
献
さ
れ
ま
し
た
。

谷

営｜
辻
岩
崎
（
印
歳
）

多
年
に
わ
た
り
朝
日
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し

て
脅
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

水
野
正
博

神
田
町
（
U
A
歳）

多
年
に
わ
た
り
朝
日
間
剣
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
指
噂
者
と
し
て
青
少

年
の
健
全
禽
成
に
－寅
鰍
さ
れ
ま
し
た
。

浜

川

洗

旭
ケ
丘
（
拍
歳
）

第

3
M
A
K
M附
寄
託
ス
ポ
ー
ツ
大

会
男
子
砲
丸
投
げ
悦
び
に
出
子

ω口

走
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め

朝
日
町
の
名
を
広
め
ら
れ
ま
し
た
。

米

E
友
閉

栄
町
（
却
歳
）

第
引
回
全

H
本
ス
キ
l
技
術
選
手

権
大
会
小
回
り
部
門
に
お
い
て
優
秀

な
成
制
を
お
さ
め
刺
H
川
の
名
を
い
仏

め
ら
れ
ま
し
た
。

特
別
感
謝
状

東
京
朝
日
会
・
関
西
朝
日
会

朝
日
町
出
身
者
で
組
織
す
る
団
体
と

し
て
産
業
、
経
済
、
文
化
の
交
流
を
過
し

て
郷
十
の
発
展
に
寄
っ
さ
れ
て
い
ま
す
。

西

村

幸

子

（
神
田
町
）

山
本
干
悪
子
布
団
町
）

橘

澄

子

（
神
田
町
）

大
友
百
合
子
市
三
浦
町
）

鈴

木

和

枝

（
宮
本
町
）

伊

藤

啓

子

（
宮
本
町
）

多
年
に
わ
た
り
芸
妓
活
動
を
通
じ

て
隈
史
と
伝
統
文
化
を
伝
え
る
と
と

も
に
明
円
町
の
観
光
振
興
に
寄
与
さ

れ
て
い
ま
す
。

・調

町
制
施
行
田
周
年
記
念

訂

九

位

窃

宮

町

議

内

d
D

記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
8
月
1
日
の

夕
方
に
は
、
「
提
灯
行
列
－
mあ
さ
ひ
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

行
列
に
は
、
町
内
の
保
有
所
と
小
学

校
か
ら
児
童
と
そ
の
保
議
者
ら
約
l
，

5
0
0人
が
参
加
。

一
行
は
、

山
車
と

よ
さ
こ
い
チ
l
ム
「
掬
鉢
あ
さ
ひ
」
を

先
頭
に
さ
み
さ
と
小
学
校
を
出
発
、
本

町
五
差
路
を
通
り
、
荒
川
通
り
で
泊
高

校
吹
奏
楽
部
と
合
流
し
た
あ
と
、
泊
環

状
線
か
ら
会
場
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
ア
ス
カ
ま
で
は
J
討
を
歩
き
ま
し

た
。そ
の
後
、

会
場
を
埋
め
た
人
た
ち
が
、

魚
崎
仲
町
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、
日
周
年

を
祝
い
ま
し
た
。

V本町五差路を通る行列V人、入、人でにぎわう会場

町
制
施
行
日
周
年

寄

開

国

言
忌

2
2間
以
罰
則
。

ラ
ジ
オ
体
川
聞
を
通
じ
て
健
康
へ
の
ぷ

識
高
槻
を
図
ろ
う
と

8
月
9
H半
朝
、

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
多
目
的
広
場
で

イ一一チイでなんみ
7

・

v
 

V朝日を浴びながらVやっぱりまだ眠い？

「
以
期
巡
阿
ラ
ジ
オ
体
操

・
み
ん
な
の
体

操
会
」
が
附
俄
さ
れ
ま
し
た
。

夏
の
朝
の
き
わ
や
か
な
宝
気
の
中
、

小
学
生
一か
ら

一
般
ま
で
予
想
を
上
凶
る

約
2
，
4
0
0人
が
集
ま
り
、
朝
円
を
浴

び
な
が
ら
、
心
地
よ
い
げ
を
か
い
て
い

ま
し
た
。

企兄弟でイチ、二イ

4多目的広場に大努の人が集まリました

コ
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なかま1痘ち；E陸民福a・

却l~： 芭書
I§：宮F

道Zi ま
号t追
ヒ字L、
ルよ企室
さ三

主i' t ?i~ る
；： も
U の

初
の
凱
旋
ラ
イ
ブ
と
な
っ
た
あ
さ
ひ
ま
つ

り
の
ス
テ
ー
ジ
。
記
念
す
べ
き
地
初
の
l
山

は
、
山
以
外
に
も
朝
日
中
学
校
校
歌
の
ア
カ
ペ

深：
松：

大t
ん

弥
生
問
の
深
松
茂
・

裕
加
さ
ん
失
要
の
長
男

（
平
成
は
年
8
月
お
日
生
）

長は

霊直赤 谷 せ

成芝山 Jrf:
手金受 美み
見事弘樹き
i五長英三
王女 ・4

一フ
。
し
か
し
そ
の
選
曲
が
、
約
4
千
人
の
観

客
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
勺
え
ま
し
た
。

迫
用
さ
ん
は
大
学
ホ
業
後
、
社
会
人
と
し

て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
と
き
そ
の
生

活
に
疑
問
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
一
人
思
い

悩
む
中
、
な
に
げ
な
く
見
た
バ
ン
ド
の
ラ
イ

ブ
で

｛運
命
的
な
も
の
を
感
じ
」
、
歌
手
を

同
指
す
こ
と
を
決
立
。
反
対
す
る
両
親
を
必

死
に
説
得
し
上
京
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一

昨
年
ロ
月
に
受
け
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
3

千
人
の
中
か
ら
A
N
格
、
昨
午
C
Dデ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

「両
親
に
は

『3
年
で
結
果
が
山
な
か
っ

た
ら
民
る
』
と
約
ボ
し
た
ん
で
す
が
、
心
十
点際

は
そ
れ
以

t
か
か
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
」
と
’
H

い
仰
を
見
せ
ま
す
。

自
分
の
曲
作
り
に
は
、
岐
郷
の
風
以
や
川

の
思
い
山
が
向
然
と
込
め
ら
れ
ま
す
。
「例

え
ば

吋セ
ス
ナ
で
述
山
』
と
い
う
山
は
、
セ

ス
ナ
機
で
械
山
上
官
か
ら
明
H
川
を
け凡．卜ろ

し
た
鼠
色
を
担
保
し
た
も
の
で
す
」
。
円
顕

の
朝
H
中
学
校
校
歌
を
歌
っ
た
の
も
、
追
川

さ
ん
向
身
が
知
る
校
歌
の
中
で
口
似
も
壮
大
感

が
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
い
い
曲
だ

か
ら
。
「歌
え
て
よ
か
っ
た
」
と
話
す
追
川

さ
ん
の
郷
十
愛
に
共
感
し
、
校
取
を
改
め
て

見
直
し
た
現
役
朝
日
中
学
生
も
多
い
は
ず
。

「
夢
は
あ
き
ら
め
な
い
で
、
努
力
し
て
迫

い
続
け
て
ほ
し
い
。
苦
し
み
な
が
ら
得
た
も

の
は
必
ず
パ
ワ
ー
に
な
る
」
と
渉
多
き
若
者

に
詰
る
道
用
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
日
が
離

せ
ま
せ
ん
。

・理

か
な
う
と
い
い
な
あ

島

田

り

か
さ

ん

（中
町
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

私
の
将
来
の
夢
は
、
美
符
師
に
な

る
こ
と
で
す
。

わ
け
は
、
テ
レ
ビ
で
カ
リ
ス
マ
の

人
を
見
て
い
で
す
ご
い
な
ぁ
と
怒
っ

た
か
ら
で
す
。

で
も
、
私
は
不
協

mな
の
で
な
れ

る
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
け

ど
、
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

加
納

壮
く

ん

（横
水
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

ぼ
く
は
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た

い
で
す
。
あ
こ
が
れ
の
選
手
は
松
介

秀
喜
選
手
で
す
。
ホ
ー
ム
ラ
ン
日
本
、

ヒ
ッ
ト
も
い

っ
ぱ
い
打
っ
て
、
や
が

て
メ
ジ
ャ
ー
へ
行
け
る
よ
う
な
選
手

に
な
り
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
い

っ
ぱ
い
練
押
し

て
、
甲
子
園
へ

行
き
、

ド
ラ
フ

ト
l
位
で
プ
ロ

に
な
り
た
い
で

す
。

（陸上部）

ー、－ .；；，；』．－．開閉・・・田・・・・田嗣開園田．
陸上競技は自分との戦いて・す。日々の練習、試合でどの

ようにベストコンデイションにもっていくかが課題です。

今年度は、部員の約半数が県選 ・県体 ・通信大会に出場

しました。特に1年生の活躍が目覚ましく、今後に期待が

できそうです。

部員一人ひとりが自分の限界に挑戦し、よい結果を出し

てほしいです。

僕ら野球部の目標は「自分に厳しくjて・す。いいプレー

をしてもそれで満足するのではなく、もっと上を目指して

いくチームになりたいです。

今、チームは秋の新人戦に向けて一歩ずつ歩き始めてい

ます。これからも毎日の練習を大切にして、一歩でも多く

前に進んでいきたいと思います。

「自分への挑戦j

（野球部）f自分に厳しくj

岩井賢仁さん（谷）
一 ’j＇奈J-Jニューオータニホテルー

石

丸
仁

子
さ
ん
（
桜
町
）

五
箇
庄
小
学
校
6
年

私
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
に
な
る

こ
と
が
夢
で
す
。

そ
の
理
山
間
は
、
動
か
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
子
や
足
を
、
患
者
さ
ん
と

楽
し
く
会
話
し
な
が
ら
治
し
て
し
ま

う
な
ん
て
、
「
か
っ
こ
い
い
！
｝と
思
つ

一

た

か

ら

で

す

。

忠
脅
さ
ん
に
も

優
し
く
な
れ
る

な
派
な
リ
ハ
ビ

リ
の
先
生
に
な

り
た
い
で
す
。

大
森
晴
絵
さ
ん
（
高

自
国
）

制
吋

d叱
－w’旬
、

F
市
一

J
7
A
nm
 

南
保
小
学
校
6
年

わ
た
し
の
拶
は
、

自
イ
ル
カ
の
調

教
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
り

た
い
か
と
い
う
と
、
i
年
牛
の
と
き

臼
イ
ル
カ
を
見
て
、
丸
く
て
思
い
伺

と
で
っ
か
い
体
が
人
な
つ
っ
こ
く
て
、

と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
か
ら
で
す
。

圃
－

山
イ
ル
カ
の
調

L
F
』

教
師
に
な
る
の

－
2
：
・
は
大
変
だ
け

冒
掴

ど
、
な
れ
る
よ

」
よ
う
に
が
ん
ば
り

固
た
い
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
が
う
れ
し
い

H
十
い
も
の
で
、
社
会
人
に
な
っ
て

3
年
目
。
宿
油
料
飲
課
に
所
属
し
、

ワ
ェ
イ
タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

初
め
か
ら
ホ
テ
ル
マ
ン
に
な
り
た

か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま

求
人
を
見
つ
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
そ
れ
で
も
尊
敬
で
き
る
よ

司
に
仕
事
を
叩
き
こ
ま
れ
た
お
か
げ

で
、
今
、
本
当
に
仕
事
が
楽
し
い
ん

で
す
。
も
ち
ろ
ん
ま
だ
ま
だ
勉
強
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
こ
の
仕
下
に
就
け
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

日
標
は
、
お
存
織
に
ψ
い
ん
で
も
ら

う
ζ
と
。
特
に
お
ず
さ
ん
や
ご
年
配

の
方
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
去
っ

て
い
た
だ
く
と
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
し
、
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
が
わ
い
て
き
ま
す
ね
。

上
円

・
休
円
が
忙
し
い
職
業
な
の

で
、
友
人
と
な
か
な
か
休
日
が
合
わ

せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
年
の
お
盆
も
残

念
な
が
ら
時
聞
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ち
ょ

っ
と
遅
い
お
食
休
み
を
も

ら
っ
て
、
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
観
戦
を

し
た
り
、
久
し
ぶ
り
に
関
東
に
住
む

親
類
の
所
へ
お
幕
参
り
に
行
く
つ
い

で
に
ゆ
っ
く
り
羽
を
の
ば
そ
う
か
な

な
ん
て
考
え
て
い
ま
す
。

-
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強
稿
コ
ー
ナ
ー

あ
・
暑
い
。
害
す
ぎ
る
夏
休
み
を

皆
さ
ん
は
ど
う
過
ご
さ
れ
ま
し
た

か
つ
ま
る
で
去
年
の
冷
夏
の
反
動
が

来
た
よ
う
な
暑
さ
で
し
た
。
そ
う
か

と
思
え
ば
突
然
冬
く
な
る
白
が
あ
っ

た
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
継
で
夜
更

か
し
し
て
し
ま
っ
た
り
で
、
体
調
会』制

し
て
し
ま
っ
た
人
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
っ
か
り
休
刊
酬
を

燃
え
、
民
依
の
秋
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

先
川
に
引
き
続
き
、
今
川
も
ハ
ガ

キ
は
絶
好
訓
H
怖
さ
ん
の
ご
協
刈
に

感
淵
！
米
川
も
こ
の
訓

rで
お
願
い

し
ま
す
。

さ
て
、
今
川
の
テ
l
マ
は

「2
学

期
の
目
標
」

で
し
た
。

も
l
夏
休
み
終
わ
っ
た
ん
で
す
か

．・・。
2
学
期
か
ら
ま
た
が
ん
ば
り
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
本
気
で
勉
強
し
な
い
と
ヤ
パ

イ
な
あ。

で
も
遊
ぶ
ぞ
l
！

町長のひとりごと

企pray10 God 
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企 K

企ゆき

の
つ
ぶ
や
き

ちたもど＇~品
(1 

『U
く
ん
の
必
か
わ
い
い
っ
一

生
後
3
カ
川
の
仰
が
い
る
U
く
ん
，

｛

6
成
川
凡
）

山
く
か
と
お
も
っ
た

U
〈
ん
｛
う
ん

ら
し
ゃ
べ
る
ん
よ
』

かなっ・」

「
な
ん
て
J
っ
て
し
ゃ
べ
る
ん

＇~ (f 

ドが
ち
ゃ
ん
の
災
訴
わ

U
〈
ん
「
オ

レ

か
ら
ん
わ
』

〔
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
大
変
日
〕

5
歳
児
）

人
る
と
・
・

休
み
川
け
の
朝
、
保
育
上
が
部
um
に

ぞ
今

....夏はプールi盤びが1醤！！

（

p
．N
茸
奈
さ
ん）

＠
勉
強
と
遊
び
。
帰
れ
る
心
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
で、

や
っ
ぱ
り
遊
ん

じ
ゃ
う
の
つ

2
学
期
は
も
う
ち
っ
と
い
ろ
い
ろ
ガ

ン
バ
り
た
い
デ
ス
。

（

P
．
N
辻
り
ー
さ
ん
）

⑪
ガ
ン
パ
リ
つ
い
で
に
イ
ラ
ス
ト
投

制
も
よ
ろ
し
く
H

こ
の
サ
が
山
る
こ
ろ
に
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
、
そ
の
余
削
が
残

っ
て
い
る
と
き
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、

来
月
の
テ
ー
マ
は
「
ア
テ
ネ
五
輪
の
感

動
シ
ー
ン
」
で
す
。
M
成
制
を
お
さ

め
た
選
千
で
も
伐
念
な
競
技
で
も
、

押
さ
ん
の
感
動
を
ぜ
ひ
川
い
て
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
メ
l
ル
で
の
投
前
や
ご

ぷ
けん
も
受
け
付
け
ま
す
。
ア
ド
レ
ス

は
斤
0
7
0
⑨
【9
£
J
h凶

S
E－－
o百
三
ω－B
で

す
。
た
く
さ
ん
の
投
嗣
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

ネ覧会自慢晶官、弾丸告

~~ 

鹿
沼
タ
イ
ヌ

〔問
題
〕

①
町
制
施
行
切
周
年
記
念
式
典
で
『特
別

功
労
表
彰
」を
受
賞
し
た
の
は
何
人
つ

A
．
1
人

8
．

2
人

C
．
3
人

人－－令、・
a町

②

8円
l
円
に
行
わ
れ
た
「促
灯
行
列
川
あ

さ
ひ
ま
つ
り
』は
ど
こ
か
ら
山
発
し
た
つ

A
．
役
財

8

あ
さ
ひ
総
合
州
院

c. 

さ
み
さ
と
小
学
校

泊
東
部
保
育
所
の
巻

〔あ
か
ち
ゃ
ん
の
英
語
〕

氏 （朝日町出身）

75年j

日時： 9月18日ω 午後2時～
場所：あさひコミュニティホールアゼリア

K
ちゃん

「セ
ン
セ

た
い
へ
ん
け
」

〔応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
筈
え
の
記
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
バ
い
て
9
月
時
日
附
｛山中1

H
消
印
れ
効
）
ま
で
役
財
ま
ち
づ
く
り

振
興
泌
余
州
情
報
係
（一
T
m
w
’0
7
9

3
制
川
町
迫
．卜
1
1
3
3）
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
州
選
で
3
ヤ
引
に
凶
代
い
引
げ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
先
川
サ
の

当
選
行
は
、
p
．
N
μ竹
川
和
さ
ん
、

P

N
w
r
成
の
ル
パ

ン
さ
ん
、
能
登
他
十

さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

.l3 
Z三一記怠講由演

滋
－A

梅津
「泣いて 笑って

山
凶
行
じ
「
何
がト八
笈
な
の
つ・

K 

と・「
つ・お
た・た
よ・ま
じ
ヰJ

く
し

I戊－
l之・
し・

A
T
－－
 

H
U
H

，aaE
 

ど
ん
な
ふ
う
に
つ
」

K
K
A
『
だ
っ
て

で
か
く
な
っ
と
っ

町制施行50周年

If~司・ffill

E盟国

た
も
ん

ご
は
ん
い

っ
ぱ
い
氏

べ
た
ん
や
わ

（テ
レ
ビ
出
演
〕
3
、
5
成
山

A
な
ん
「
あ
し
た

テ
レ
ビ
に
山
る
か

ら
お
し
ゃ
れ
し
て
く
る
ね
」

R
t
A
『わ
た
し

ス
カ
ー
ト
は
い
て

く
る
」

Y
〈
ん
「
ぼ
く
だ

っ
て
カ
ツ
コ
よ
く
し

て
く
る
』

T
〈ん

「ぼ
く
、
こ
れ
し
て
く
る
ね
。
ぉ

ば
あ
ち
ゃ
ん
し
て
く
れ
る
も
ん
」

と
い
っ
て
け
紅
を
被
る
し
ぐ
さ
を
す
る

T
く
ん
。

全
L1 

大
笑
い

岡 山に一池袋です 役山ふく
しd・2付、アゼリアホール、生涯学沼館ま
たは北除却Hiii'.J支店で取り扱っています。

お問い合わせ 役場税務財政課（ft役場内線121)

主催／朝日町 ・朝日町教育委員会
（財）朝日町文化・体育振興公社

f品目／北陸銀行泊支店親隆会

特別展［梅津柴ありのまま展j
ふるさと美術館にて
9同18日～11用7日まで

暑い毎日が続きます。真夏日が
いつまで続くのやらつしかし、も
う少しの我慢です。
朝日町誕生50周年を祝うイベ
ントが続いています。ユーモアい
っぱいで楽しませていただいた
KONISHJ悶（コニシキ）さんの講演
会や新幹線・朝Hトンネlレ肉での
コンサートなどを行ったfど～ん
と朝日J。l昭和29年8月l日に人
情風俗習慣及ぴ文化交通など共通
する l 町6カ村が合併、名~r朝
日岳jから名付けた朝H町が誕生
して半位紀という歳月を重ねてき
たことを祝ったI町制施fi50周年
記念式典j。この節目の式典に多
くの方々 の出席を賜り、厳粛な気
持ちでf一人ひとりが自分の町を、
地域を見つめ直し、新たな明日に
向かつて…jと式辞を申し上げま

した。 .. , ...... 
また、 f提灯行列inあさひまつ
りjでは、多くの町民の皆様に提
灯を持って歩いていただきました
ことに感謝をq1し上げます。さら
に、 nJQ］巡l!!Iラジオ体操では、予
惣を t回る参加をいただいたた
め、粗品不足になってしまいご迷
惑をおかげしました。
全国の知人から電請をちょうだ
いし、マスメディアの影響力に改
めて驚かされました。多くの関係
する方 に々心から感謝を申し上げ
ます。
また、こうした一連のイベント
の企画の不備から不愉快な思いも
された方には、責任者である私か
らお詫び申し上げます。これを反
省材料として、 今後もより一層頑
張りますので、皆棟方の朝日町発
展に対する変わらぬご支媛・ご協
力をお願いします。
さて、今夜liHfi~のオリンピック、
17日間の競技で、メダルをたく
さんl:l4S:に持ち帰れるよう闘って
おります。寝不足になるやも！
f自分の健！州立自分で守るjが基
本です。 (8月13円記）.. 



~民出札
”‘ 

、、，
『~瀧震国号淵イフ随趨

倒b。TI4>
日
時

9
月
什
日
ω

j
MM
日
⑪

会
場

朝
日
町
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

サ
ン
リ
l
ナ
ほ
か

は
れ
予
川
町
山
父
市
．h
山、

ル一古川
川
市
ま
で
、

2，全
3 l・EI I十J
0 15は
2 {Iii Jl~ 
名山山
のヵ、 y， ~

選ら手ピ

4
3
4チ
i
ム、

子
た
ち
が
参
加
。
地
元
朝
日
町
か
ら

は
、
岡
山
火
げ
チ

1
ム
が
山
場

し
ま
す
。

県
会
長
杯
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

（5
／
初
宇
奈
月
町
）

V
男
子
マ
シ
ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
成
年

の
部
l
佼
佐
渡
彩

一
マ
同
少
年
の
部

l
位
広
野
渉

3
似
州
水
壮
之
V
ぷ

子
マ
l
杭
新
川
仰
い
訪

2
似
託
行
川

久
忠
第
引
回
下
新
川
郡
民
体
育
大
会

（6
／
6
1サ
ン
リ
｜
ナ
ほ
か
）

※
l
似
の
み
柑
峨

－

一
般
の
部
V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
マ
十

般ルメ
f
俗
マ
壮
年
別
干
制
什
似
架
部

V
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
マ

一
般
男
子

泊
ク
ラ
ブ
V
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
マ
初
歳

以
L
L
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
大
坂
距
也
マ

刊
成
以
上
月
子
シ
ン
グ
ル
ス
亦
川
慎

．
一円v
家
嵯
婦
人
坂
口
作
余
子

・
上
沢

山
パ
弓
削
V
，水道
マ一

般
男
下
越
間
卒

陶
V
テ
ニ
ス
マ

一
一般

k
r制
什
八
V

サ
ッ
カ
ー
マ，

般
引
f
F
－
F
・
J

V
ビ
ー
チ
ボ
l
ル
マ
引
に
J

マ
A
ク
ラ

ス

n．
W
．
0
マ
8
ク
ラ
ス
的
マ

C
ク

ラ
ス
hl
．． 

M
マ
D
ク
ラ
ス
ト八
家
町
ビ

ー
チ
ボ

l
ル
愛
好
会
マ
ル
弘
子
マ

A
ク

ラ
ス
ピ
ー
カ
ー
ブ
i
マ
B
ク
ラ
ス

H

i
p
s
マ
C
ク
ラ
ス

4
℃
マ
D
ク
ラ

ス
大
家
正
ス
マ
イ
ル
マ

E
ク
ラ
ス
き

ら

り
企マ
中
山
下
の
部
マ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

マ
到
「
明
H
中
V
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
マ

未
成
年
者
の
契
約
は
両
親
の
同
意
が
必
要

「
ゆ
歳
、

ぷ
性
。
街
頭
で
ア

務）
。
・
附
川
川
を
使
用

・
消
費
し
て

脱
臼
し
て
い
る
も
の

ン
ケ
｜
卜
に
知
合
え
て
ほ
し
い
と

い
て
も
、

ム刊
を
か
け
ら
れ
、

を
返
せ
ば
い
い
の
で
す
。

辿
れ
て
行
か

r古
一
般
出
レ
L
U川
2
川

1

1

1

1
1
 

たとれ
が｛他た
、）ぷ・，：：：；
まll食業
4こ 111111 Jリf
は 29で
;・ J) 

瓦町l
ず 'i£i
Ji、l~；：， 

品百七

っ
た
と
思
っ
た
ら
制
に
ぷ
し
て

取
り
消
し
を
し
て
も
ら
い
ま
し

ょ、っ
。

ix払
い
が
い山
し
い
の
で
附
約
し

トボ
成
作
行
犯
約
の

句

－

J

E

J

f
・7
1ι

た
い
の
だ
が
J

取
り
出
し
が
で
き
な
い
財
什
が

あ
り
ま
す
。

未
成
年
行
の
川
氏
約
は
法
正
代

州
人
で
あ
る
州
制
の
川
ぷ
が
必

・
制
航
行
（
山
判
明
）
が
認
め
た
央

州
市
・
こ
づ
か
い
の
範
阿
で
し
た
梨

，JJ
 

b
φ
m
 

－
成
人
で
あ
る
と
蹴
倒
的
に
川

裂
で
す
。
川
忠
が
な
い
均
九
日
に

は、

当
山
中
者
か
税
権
者
の
い
ず

れ
か
が
史
約
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

手
を
だ
ま
し
で
し
た
契
約

取
り
消
し
た
後
は
、
受
け
取

－M
州
姻
後
に
し
た
契
約

・
成
人
に
達
し
た
後
で
代
令
を

支
払
う
な
ど
し
た
契
約

っ
て
い
る
も
の
を
返
し
て
え
の

状
態
に
以
し
ま
す
（
原
状
川
似
義

あ
さ
ひ
総
合
病
院
内
科

医療の現場から

し
ま

－M
M
H

業
を
掛
川
さ
れ
て
い
る
場

合
、
首
業
に
関
連
す
る
契
約

．
成
人
に
述
し
て
か
ら
5
年
が

経
過
し
た
契
約

路
上
で
山
を
か
け
ら
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
で

見
約
し
た
以
行
に
は
、
ク
l
リ
ン

グ
オ
フ
の
通
刷
も
あ
り
ま
す
。

長
津
秀
彦

心房細動と脳梗塞
心房細動による脳梗塞で
著名な人が入院したという
報道を最近よく自にします。
なぜ心臓病て・脳梗塞になる

のでしょうか。
心房細動は、加齢ととも
に起こりやすくなる不整脈

で、文字通り心臓の心房が
細かく動く病気です。心房
の収縮性が低下して、心房
内に血液がうつ滞し、血の
固まり（由栓）ができやすく
なります。血栓が血流に乗
って脳の血管に詰まる（脳塞
栓）と血液不足のため脳の一
部分が壊れ（脳梗塞）、片半
島麻捧や言語障害などが起
こりやすくなります。

しかし、心房細動がある
と必ず脳塞栓が起こるとい
うわけではなく、脳塞栓が
起こりやすくなる危険因子

医
長

・県男女総合パスケットボール選手権大会

5目白、 26日（印サンリーナ 9 00～ 

・クラブ対抗野E京大会
5日（B) 小丸山グラウンド 9・00～

・第21回全国ビーチボール競妓大会

11日ω～12日（日サンリーナほか
・下新川郡中学秋季大会

17日働～18日出サンリーナほか
8: 30～ 

・学童秋季野球大会

18日個、 25日凶小丸山クラウンド

・町民サッカ一大会
19白日多目的広場 9・00～

・新川地区中学絞新人バスケットボール選手徳大会

24日樹 サンリーナ 8 30～ 

・家庭婦人バドミントン大会
26日（印第2体育室 9:00～ 

・協会長杯ピーチボール大会

29日制～10月1白幽サンリーナ

※日程は変更になる場合があります。

男
子
団
体
朝
日
中
マ
ダ
ブ
ル
ス
水
井

大

・
小
桜
現
組
マ
シ
ン
グ
ル
ス
江
淵

凶
迫
V
柔
道
マ
男
子
団
体
制
同
中
マ

向
例
人
白
川
崎
級
水
川
陛
マ
同

ω同
級

滑
川
忠
行
マ
川
乃
は
級
兆
一肌
拓
也
マ

間
引
い
時
級
川
中
悠
人
マ
川

ω同
級
柿

本
仙
樹
マ
タ
ノ
l
川
体
制
川
小
マ
川
例

人
特
同
級
J

引
焔
同
一
札
マ
川
臼
同
級
山

本
万
々
夫
マ
川
引
同
級
心
分
ボ
々
V

仰
上
マ
川h
f総
A
H

例
日
山中
マ
M
8
0

o
m小
川
和
側
マ
’k
f
1
5
0
0
m

村
上
文
香
マ
l
o
o
m
Hト八
四
美
洋

A

マ
児
積
一
の
部
V
系
辺
マ

3
年
松
川
泰

心
む全

国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
下

新
川
郡
大
会

（6
／
6
入
善
町
）

※

l
位
の
み
掲
載

V
兇
下
マ
5
年

l
o
o
m板
本
山
川
太

9月のスポーツ母
じ
め
ま
し
て

川
の
新
し
い
外
同
一
品
指
導
助
予

19n議会の
H穆が決ま り ま ~ti:

9月 6日何）
提案理由説明、

細部説明、質疑

9日附
代表質問

・国

マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
技
中
島
努
教
マ
走

尚
跳
芦
田
型
則
V
友
子
マ
走
幅
跳
岡

舞
子
マ
走
高
跳
野
村
千
斜
マ
4
×
l

o
o
m
リ
レ

l
あ
さ
ひ
野
（
滞
悶
真

盟
・
九
虫
菜
桁
奈

・
凹
杉
山
人
織

・
住

k

口
淳
子
）

新
川
地
区
中
学
較
総
合
選
手
権
大
会

（6
／
け
、

吃
魚
津
市
ほ
か
）

※
l
似
の
み
脳
出
帆

V
柔
道
マ
川
山
f
川
体
制
川
中
マ
川
側

人
目
M
減
水
バ
山
内
マ
川
印
同
級
山
勝
候

桁ト
A

マ
M
M山
同
級
飛
附
必
汗
マ
川
乃

同
級
山
品
川
郎
拓
也
マ
間
引
同
級
山
中
悠

人
マ
M
卯
同
級
橋
本
仙
樹
V
交
下
川

体
制
H
巾
マ
問
個
人
出
品
同
級
山
本
万

一
々
英
マ
同
臼
同
級
編
沙
織
V
隙
上
マ

男
子
共
通

4
0
0
m長
井
雄
太
朗
マ

問

l
年

4
0
0
m
リ
レ

l
制
什
中

（七川
怖
い
い
也

・
大
付
向
・
仏

・
武
問
征

久

・
大
井
俊
）

9:00～ 

19:30～ 

マーヲ・－
u
iモ
ア
で
す

ク

・
リ
チ
ャ

l
ド

・
シ
l
モ
ア
さ
ん

（M
政
）
が
れ
任
し
ま
し
た
。

今
後
、

保
訂
所

・
小
学
校
児
伝
と

の
交
流
や
中
学
校
で
の
先
制
の
段
菜
、

一
般
の
し
力
を
対
象
と
し
た
兆
会
市
川
サ

i
ク
ル
な
ど
に
泊
料
さ
れ
ま
す
。

制
川
町
の
怖
さ
ん
と
の
し
父
耐
を
と

て
も
栄
し
み
に
し
て
い
る
と
河
川
す
マ

ー
ク
先
仲
に
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

10日働

一般質問

13日伺）～15目。19
常任委員会

17日働

委員長報告、討論、採決

議会の傍穏のお問い合わせは、
議会事務局（公役場内線331)へ

は、高齢（75歳以上）、脳
梗塞の既往、高血圧、糖尿
病、心機能低下などです。

心房細動による脳塞栓の
予防薬には、血液が固まる
のを防ぐワルファリンやア
スピリンなどがあり、ワル

ファソンは良く効くのです
が、効き目を見るための定
期的な血液検査が必要です。

そのため、脳塞栓の危険因
子があればワルフアリンが
勧められ、なければアスピ
リン内服か無治療でいいと
されています。
心房細動といわれたこと
があり、脳梗塞が心配な方
は、力、力、りつけ医や循環器

専門医などにご相談くださ.. 



-

いらっしゃいませ＇＇ rショッブとまちゃんjです
一泊高校商業制販売実習ー

泊高等掌授商業科笠徒でつくる泊高等掌校株式

会社が8月14～16日、アゼリアホールで開催さ
れた産業フェアにIショッブとまちゃんj；を出店、
県内の特産品などを販売しました。

泊高等学枝株式会社は、 商昂販売をはじめとす

る会社経営の一連の流れを体験するために、昨年

設立された慢擬株式会社。

この臼までさまざまな研修を行ってきた田又和

包社長（3年）以下社員たちは、訪れた買い物客に
大きな声と笑顔で対応していました。

日本の似を学びました
一日独スポーツ少年団同時交流事業一

日本との友婦と親善を深めるため、来Bしてい
たドイツのスポーツ少年団がア月28日朝日町を

訪れ、 3；白4巴の交流活動を行いました。
この一行は、南パーデン地方からの12人。町
内の一般家庭にホームステイをしながら、保育所

児童や小申高笠と一緒に食事やピーチポールなど

を楽しみました。

また、 3日目には茶道のほか松林寺で座禅を体
験。日本狙特の神聖な文化とあって、 全員が真剣

な表情で臨んでいました。

思いやりの0と態度で・．．
-r社会を明るくする運動J研修大会一
若者による事件やいじめ、ひきこもりなどが社

会問題化するなか、家族や地織社会、関係団憾の

連携で fふれあいと苅話が築く明るい社会jをめ
ざそうとf社会を明るくする運動j研修大会が7月
24日、 役場4階ホールで開催されました。
この日集まったのは、町保護司会や掌校関係者

などおよそ100名。ビデオ鑑賞のほか、県家庭教

育アドバイザー瓜笠紘吾さん（商保越）が講演を行

い、ラどもへの温かい声掛けや思いやりの/l）と態

度が大切だと訴えました。

町誕生50周年祝うご来光
一朝日岳登山会一

町制施行50周年を迎える8月18に、町名の
由来となった朝日岳に登ろうと「朝日岳登山会Jが
7月31日から1泊2日の日程で行われました。
朝日小屋で宿泊した一行20名は1日早朝、山
際に少し雲が残る朝日岳山頂で、町誕生50周年

を祝うご来光を拝みました。

このご来光の模様を境影したビデオテープは、

朝日岳方面山岳澱助隊の皆さんによってすぐに運

ばれ、当日の町制施行50周年記念式典会場で放
映されました。（関連記事2ページ）

お帰りなさい大村教授
一大村恵昭教授里帰り講演会一

2本の指の輸が聞きやすいかどうかで病気怠ど
の育無を調べる roーリングテストlを開発した
泊出身の大村恵昭氏（米国在住）がア月30日、アゼ
リアホールで里帰り講演会を聞きました。

現在、日本パイディジタルOーリンクテスト協
会会長などを務める大村氏は、 Iパイディジタル
Oーリングテス トの未来医原としての役割・応
用・可能性jと題して、町内外から集まった350
人の聴衆を前仁、これまでの研究の成果を発表し、

0ーリングテストの実演を行いました。

音楽通じた善意を届けました
ーチャリティーコンサート募金寄付一

夏の恒例イベントf納涼あさひまつりjのチャリ
ティーコンサー卜実行委員会代表の岡崎倍紀君

（荒川3丁目－入善高3年）が8月5日、西島町社
会福祉協議会長を訪れ、集まった喜重41.980円

を寄付しました。新潟 ・福井両県の集申豪雨災害

の復旧に役立てられます。

チャリティーコンサートには、呼びかけに賛同

した5バンドが参加。岡崎君は I患った以上に観
客の皆さんカ月協力してくれて感謝しています。役

に立ててうれしいJと話しました。

・国
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健康インフォメーシヨン
問い合わせ：保健センター ft83-3309 ※母子手帳持参

－・

司E 業 名 ｝司 日 4』玄 場
（対象者等） 受付時間

911311・Ion・ 
健康体操教室 1711・24H

保健センター
（希望者） L、ずれも（金）

9:30～ 

9J・J31:1・1011・
1711・24日

保健センター
し、ずれも（令）

9:30～i I :30 

健康相談

（相談掃望者） 9 JI 7 11・14日・

*m2金附トICま保健センター
2111・2811 

老人悩祉センター
いずれも（火）

で栄3主将1談
13:30～15:00 

9111511（水）
基件集落センター

13:30～JS：・00

心の健康相談
9JJ 61・1・2711

f明予約制ですが1昔話での受It （・t<t~ L、ずれも （灯） 新川厚生センター
します。（tt52-2647) 13:00～13:30 
ほう性~人の相談ち受けます

女性の健原相談
11j週令lli'i!ll

（附則か川則にボるぷ~：） 13:00～1 s:oo 新川厚：l二センター
の身体的・紛糾1((-J悩みの十｜｜，淡

4か月児健診※ 9J12811 （火）
保健センター

(16｛ド5刀牛．まれ） 13・：oo～13・：30

1歳6か月児健診※ 9JJ30「I（本）
保健センター

(15年2丹、 3JJ坐まれ） 13:00～13:30 

2回目フッ素塗布※
9JJl611（本）

保健センター(I叩山れでI)13:0い 3:30
緩6かn餓.ljのt<';l~守！され

歯
た方のみ

科 3回目フッ素塗布※
(I 4tf 2 H. 311 't Hi -r. 9JJ3011(,j-:) 保健センター
検 6か月鎚診の際品守！され．阪

13:00～13:30 
に2阿の型111がinんでいるIi

診
4回目フッ素塗布※
( 13年811.9月けれで ｜成）

9JJ 1611 （本）
保健センター

6か）－Jl!tnの限必呼1さti,1!;(1.: J 3:00～13:30 
3同の笠仰がii!んでいるIi

r人をいつくしみ o人を理解し 0人をいたわり o人を変し 0人を信ずる
こののが社会福紘のゆである．

社会福祉協議会だより

ふくし＠怠；
~ 

朝日町社会福祖I協議会は、みなさんとともに泡繊の僧位向上を
目指す民聞社会宿毛II:団体です．

《以下の業務も行っています》
・朝日町ボランティアセンター ・日本赤十字社羽田町分区
－朝日町筈憲銀行 ・紛B町民笠委員兜富餐員協111会
．共同募金会鶴日町受会

事務所あさひ福祉センタ－内
岱83-0576 回83-1589

ささえあい患いあうまちみんなの朝日

第46固朝日町社会福祉大会
社会福祉大会は、町内の社会福祉関係団体や

町民が一堂に会し、住みよい町づくりと地既福

祉の向よを目的に開催しています。

今年の講演会は町制施行50周年を記念して、

アニメ Iサザ工さんjでマスオさfvの声を担当

している燈岡弘氏を講師としてお迎えします。

入場は無料です。町民のみなさんのご祭場を

お待ちしています。

エ
ネ
ル
ギ
ー

m
k
c
a
l

間梱分

ω
g

も
や
し
と

き
ゅ
う
り
の
サ
ラ
ダ

もやし・…...・ H ・－－…...・ H ・H ・H ・－－－－－……一 2/3袋（160g)

きゅうり………………一一…ー………ー l本（100g)

火祭 …………・・ー・…・・・ー……………….....2枚

たらこ………・ ・………… ・・・ I /2袋（30g)

汁じそドレッシング ・…… e・e・－ ー大さじlと1/2

.tl,;i ..…・ …… ・…・....・... …・・・…・・ぃ適量

②きゅう りは斜めに締切りし、制II長く切り、軽く

仰をまぶす。

③ノ（~は斜め下切りにする。

＠たらこは皮に切れ「！を入れ、ラップをし、レン

ジでl分加熱する。

⑤材料をドレッシングであえる。

9月の休日救急診療当番医務~＝～午後開

5日（日） 煩東病院 合83幽2299

12日（日） 丸川病院 ft83-3391 

19日（日） 高僧医院 ft82-0010 

20日（祝） 寺崎医院 ft82-1118 

23日（祝） 橘 医 院 包82-0791

26日（日） 松宮医院 H82心051

aa、；d
" d , 

食日時／10月1日（金）
午後1時30分～

＊会場／アゼリアホール

＊記怠講演
『サザエさん一家は
幸福（しあわせ）みつけの達人』
（午後2時30分～）

＊講師／溜岡 弘 氏 （俳優）

臣盤欝基盤磁調
7日（火） 福祉団体連絡会務

9日（木） 木曜サロン （折り紙）

［お月見を楽しみましょうj

16日（木） . 30日（木）

いきいきサロン

ボランティア道成講座

（各地区）ふれあい－いきいき

サロンの開催

降、ありがり
9 あたたかい志
。朝日町善意銀行（7月11日～8月10日）

．米｝；tr.11 1 I1 川市、，~さんから紋郷朝

11111 fの悩hi：と活性化を願って

3,0001'1 

• Jl:I＇！｛般近証利子さんから硬貨

3,887PJ 

新潟県・福井県豪雨災害義援金ご協力ありがとうございま｛た

共同募金会朝日町室会 ・日赤朝日町分区では、

雨・台風災害にともない、被災された方々への義援金

の募集を行っています。

［あさひまつりjの会場では、朝日町ボランティア

友の会やアマチュアバンドのチャリティーコンサート

の協力により、計63,520円の義握盆が集まりました。

この義据金は、 会を通じて両県の災害対策本部へ送金

しました。

なお、義擁護の募集は福井県は8月31日で締め切り、

新潟県は引き続き10月13日まで受け付けています。

また、「徳島県台風10号被害義捷盆Jについても10

月29日まで受け付けています。

。あさひ総合病院 ft83-1160 第2・第4土蹴日は外来休n＜試行）です。急患は夜間・休日を悶わず、24時間いつでも受け付けします。 .. ・，このページは、一部共同募金の配分金で発行されています。
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救急医療週間

9月5円から9月lI Hまでは I救

急医療週間j です。

救急医僚は、人命に関わる大切な

年金だより
～国民年盆の保険料は

：受付時間 午後1時30分～2時30分

・爆所 保健センター

：内容 採血、診察 本脚、ノヨギ、ノウ
つ
ン
ー

力

上アHJ
 

一アホ

Q&A 恩田陸

便利な口座娠笛で！～ ：料金 500円｛ただし、今年度中に50

凪民年金保険料は、 jl l 3,300i'lで：線、 55歳、 60t&になられる万及び

P. S.アイラヴユー

朝日町立φ央図書館（ft83・0574) ~ セシリア・アハーン

：釈迦の女公事宿事件書留帳ものですから、この機会に紋急車の：す。その川の分を句jlのぷliまでに： 70歳以上の方は無料）

正しい利用i去を知lっておきましょう。 ：納めていただくことになっています。 ：申し込み・問い合わせ

0救急車が出動するのは ： 口座桜併を手lj川する と｜’｜動的に似： 保健センター（fi83-3309)

新しい本
CD  

津田ふじ吾

篠田節号：秋の花火

1 火災、 t由民、棋風雨などの災帯：険料が•I I き；泌とされるので、 Iついう

による負傷仰いる場合 jっかりJといった納め忘れを｜山ぐこ j再就職準備セミナー
2.交通＇］i:,1次、駅などの用外や公衆の ・とができて安心です。また、 1if.川1:,1. 行引や介護などで勤めを中断し、

出入りする場所で似耐行がし、る湯ff・分で納める f-11¥Jも行けるのでA変Ill!: 11』Jj沈峨にl向けて準備をしている人を

3 急病などで他にi邸内な隙送予段：キljです。ぜひ、 1I N~~M 併；lll]J立をご不lj ：川象にしたセミナーです。

がない似病者がいる湯合 : JIJください。 ：日時 9月2911レ！＜） ・30日（4-:)

0119番でお聞きすることは ： 日照桜子？のお1p込みは、年金子｜阪あ： 午前9時30分～

I.所在地と目標になる控．物 ：るいは納付案内，句、似om金j瓜~J~、金： 場所 見ffll市働く婦人の家
2.傷病ffの氏名、性別、 年院 ｛事政：融機関へのおh1iけ印をご持参のうえ、金 ： (!R都市二三円市2890-1)

の場合は人数も） ：融機関窓口で子続きをしてくださL、 ：定員 15名

3.傷病占’の平等態 ： 詳しくは、.（（•.ii!社会保険・Jif.151折（ft24ー ： 受講料 燃料 （託児有 ・ 要~1-1 し込み）

4. >JT放などのt妙子Tはその様子 ~ 1494） または役場1町民ふくしぶIH~係（内： 申し込み （財）21世紀職業財同市111

5.かかりつけまたは要請側で述絡：線136）までお11¥J~、（iわせくださ L 、 1 ・1~務所 （ft076 - 444-l526) 

の取れた院tf,t機関

6. ·.n~~をかけてきた万の氏名と屯： 50歳を過ぎた男性の方ヘ ： 無料調停相談
話番口 ： ～前立腺検診を受けましょう～ ：日時 9nI61 I（木）午前10時～午後4時

O救急車が到酒したら ： 1江市i化や’1:.iti邸晩、特にfl’l:iifiの： 湯PIT f(\fl~サンプラザ31楕
l. bJ品目や近くまでII＼て清涼してく ：欧米化などによりl°ili"t:I仰の 11~i＇＞（（が川： 相談事項 金銭や土地 －建物などの
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副長E出草隼三重協~rl

・向陽町団地一一 O戸
・旭ヶE団地一一 1戸

公募期間

9月 1LI～9月i0 H午後5時まで

（ただし、上 ・｜｜・ 休日は除く）

入居資栴や巾込方法等の詳しいお

Ill] L、合せは役場 厳栄建設線都市

計凶係まで

.. ・

知識ゼ口からのビール入門 :High and dry（はつ恋）

藤原ヒロユキ： よしもとばなな

コロンパイン・ハイスクール・ダイ ：誰でもない男の裁判

アリ－ 8・ブラウンほか： A・H・Z・力一

柳生真吾のハケ岳だより 柳生真吾

ばんぷくりん （鶴之巻・亀之巻）

宮部みゆき－黒鉄ヒロシ

小宝物語 乙一

軍を長持ちさせる実用洗車マニコア

ル 成美堂出版編集部編

真空管ラジオ・ アンプ作りに挑戦！

秦康宝ほか

親と予のインターネット＆ケータイ

安1C1教室 野間俊彦ほか：

本の紹介
『黒
部
物
語
』
志
水
智
也
著

雑草のこころ とやまコラム歳時記

申島利明

橋本腐

黒部を登り、黒部を撮り、黒部に

よって活かされ、黒部で自己を表現

してきた写真家／山岳ガイドが、厳育峰周辺山歩きの記憶

: i1-:w1えています。1)lj川仰がんは、 11'・: Cr 117の紛争、家庭内の紛争（縦婚 ・

i jgJ ft 見 ・ ·，~WliMれにより完治するこ：両信料 ・ 桜子関係 ・ 扶提） 、交通事故な
：とも，1Jfjgです。出l・tl検みなので公（l院：どのtfl',1;;11白慣に限lする紛争など

：に受けてみましょうι －相談担当 l~i 山地方 － 家庭裁判所f.(l

： 日時 ①10Jl611 C水｝②IOJJ811(匂 ： il!.i!i {:i；及びf.U~簡易政判所

新選組！後編 NH K大河ドラマ・ ・しく慢しい自然への悶酔とおののき、

ストーリ－ NH K出版刊 ・そして光と水にきらめく一瞬の輝き

個 B ：を、 50点の力ラー写真と四季の文章

温室栽霊 狗飼恭吾：で捉えた写真エッセイ集。

女ホット求人情報大 電Y.I皮16ff.9月分
J~llj I 
｜家人轟号

入品ZI 

児童手当の認定請求はお済みですか？ 2 渇

3612941 

一＿，＿
E暑 40才～ 130.000～ 錫 ：冒ノ柑 l4 
65才 150.000 他

っ 鉄筋主題み立て．〒． 162.500～1銅・山崎
、J t及ひ加 工l一 向 325.000 I B<e 

4 ~H~ 制緩土卜50才 1 60.000 ヨ~
~ I I Bill 

5 1 長印運転手 20~計 四0.000～ i 鶴車野
I 01 s彼他

6 1日及び営x1 354~； I a~g説。民T
7 lll'l理湯織助卜臼才｜（品 ）同 4純
slクい ニング120才～｜跡750l-7t 一一
店舗受付 50才 ｛時間総）

9 l ~A；；~公 ｜協1 5誤認。出町 一三L3 .L.:625841 
101販 売 員 制 ～I6so～加。件盟L一一一一 3 I 3626241 
I 65才if湾問絡｝ ｜土日続

or求人情報一覧表Iもご利用くださL」なお、すでに線開済みのt場合もありますのでご0量くださL、
O詳しいことは、魚津公共聡業安定所 会24-0365へお｜郎、合わせくださL、

今年4月に、児喧字、竹制度の支

給対象年齢が義務教行就学前から、

小学校3年生修了前までに拡大さ

れています。

この改正に伴う認定a,・1ボ等は、

平成16年9JJ30し｜までに受け付け

た場合に｜浪り4J-J1 HにJmります。

新たに児盤手当を受けようとす

る保護者の方については，，tt{~,ii'J求

等の手続きが必袈となります。

認定請求に必要な書類は、

－保護者の方の年金加入証明

（または保険証）

－所得証明害（1月 l日現在

で朝円町に住所のなかった

場合）

計．しくは、役場町民ふくし課地

域綿布t係（内線135）までお問い合

わせくださL、。

3664141 

3670941 

3748241 

3578341 

3601441 

Livin91・nf,o『
9月の告種相様
〈棺談は無料です〉

年金相談

10:00～15:00 役i易会繊室

7日ω悩みごと相談13:00～16:00 福鎚センター

8日（制 年金相談10:00～15:00 役揚会綿室

法律相談（要予約tel83-0576) 

14日関
裁判所出張調停相談

介護 ・保健相談

子育て・教育相談

13:00～16:00 福祉センター

悩みごと相談

21日閃
人権相談

行政相談

母子 ・父子相談

13:00～16:00 福祉センター

22日附 年金相談10:00-15:00 役協会協釜

28日ω悩みごと相談13:00～16:00 福祉包ンター

・教育相談（教育センター）

受け付け時間 （月・水・木昭日）

9 00～1 6 . 00 fi82-1 000 

・子育て相談（保健センター）

受け付け時間 （月～金曜日）

8 30～17.00 fi83-1920 

9月のガソリンスタンド休日当番店

5日（日）あさひ野農也 宮83-1135

12日（日） 朝日石油 n82-0661 

19日（日） 全店営業

20日（祝） 全店営業

23日（開 全店営業

26日（日） 大谷石油 n82-0703 

人身
ーーーー"T"開閉
件量買

4362f't 
県内 i(+63) 

入善警署員密 91件 O人 131人
管内 ｛ー11) (±0) （ー17)

I 26件 O人 I42人
朝日町 ｜I (+1) (±0) （司1)

1I5f牛
(+14) 

・回目



聞鴎

［町の人口］平成16利用18現在

人口 15,490人（.6.19)

男 7,280入（ム18)

女 8,210人（ム 1)

世帯数 5, 116世膏（.6.8) 

（ ）は前月比

野・お問い合わせ
朝日町役場まちづくり振興課
企画情報係
〒939-0793朝日町道下1133

.. ：.~ n 83・1100 FAX 83・1109
…－ ．ホームページ
http://www.town.asahi. 
toyama.jp/ 

, , , , , , , , , , , , ,.,,., 

なか、，，KAtJ情報
n83・3700

室提理mツ2ヲノヨシ~~

9月の営業
休館 日…71:1、14日、21

円、 281:1

夜間休業－l 1.:1、6日、 8
日、 13日、27円

10月2日出 主主f九：~~~~~＝
チケット制： 6,000円
（税・食事代込み、ドリンク別）

岩井理花プロフィール

東京芸術大学及び同大学院修了。二期会会員。圏

内外の数々のオペラに出演する一方、f黒部の第
九jでは、毎年ソリストを務める。 日本を代表す

るソプラノ敵手のひとり。黒部市出身。

・ガラス工房からのお知らせ

ガラス溶解炉つぼ替えのため9月14日ω
まで休業します。

なお、吹きガラス体験は18自国から再開

します。

〈最新情報はホームページにて）http://www.asahimachi.com/nanairo/index.html 

～挫 ρ ら〈包～の情報 H82-0990 

9月の予定 （9目的は休館日です）:--;:;7：：，ぷ』；注；，・：：＇：l.!:・・

や第2固フォトコンテスト事 （女毎週土曜日は 『土曜市』
テーマ f夏j
夏の思い出の1シーンや風景など夏
に関する写真なら何でもあり！｜カ

ラー ・白黒、サイズ不問。グランプ

リには豪華賞品をプレゼント。

応募方法 郵送またはフロントにてご

応募ください。

〒939-0729朝日町舟川新35

締め切りは9月20日（初です。

第1土曜日…肉料理

第2土曜日…魚料理

第3土曜日…麺 類

第4土曜日…揚げ物

.司~苛耳障胃罰~理・．
一ー・・・・・・・・・圃園田園田園園田園~

お楽しみロッカープレゼント！！

アゼリアホール情報 H83・2000

女朝日町
児童生徒作品展
9月17日（劃～19日（日
10:00～17:00 ［ロビー｝

女 町制施行50周年記念講演会

講師梅津謙：氏

9月18日ω
14:00～ ［ホーJレ］
※入場整理券が必要です。

詳しくは、9ページをご覧ください。

くらしの情報室 E
Liv』，lglr1f•VI＇町四ti o11 I 

~ιl血ー －試験種類 巾極、乙持、丙健 ： 規格救急車救急質問材の展示
、＝＝＝‘，－－；＂！』・
·~ ：~すち ・ 願書受付期間 9月8日ω←9月 16日附 ： ※なお、 PT Aや事業所等の各組団

：※詳細については、消防努予防係（ft：体を対象とした救急講習を随時受け

グリーンキーパー養成講座 ；83ー0009）へお問い合わせください。：付けています。講宵を希望される問
応募資格 地域での花づくり、緑づ： I.・ 押 命 、 V 喝 I'¥, －・会、 ：体は、消防署救急救助係 （ft83-

官、 ，，，斗斗ι ・咽 ・.－ I ・r-;,i;.' 
邑 Lr：ヨ弘 1 1 .r.1 ：＝－~－ くりに関心があり、 これらの運動に ：f-, H弓 竜也 1回 二持、： 0009）まで申し込みください。L- tιニ耳、河町』 』 －＂： 礼町乞：

参加 －協力したいと思っている熱意 ：

のある成人で健康な方（経験、年齢、 jなかよし広場・赤ちゃん広場 j 和紙面展
性別は問H、ません） ： ～子育て支援センターに集まれ～ ： ほっとひと｝，弘、やすらぎのひとと

研修内容 (1）花づくりと緑づくりの： 親チでふれあい遊ぴや誕生会など ：き、四季折々の和紙1111jを鑑賞しませ

相級官現技術 (2）花づくり、緑づく：をして楽しく遊びましょう。 ：んか。水彩スケッチによる心羽1ませ

りグループの育成 ：［なかよし広甥1r親子運動会J ：る奇議な山野草などもあります。

会場 テクノホール（富山産業展示館）： 日時 9JJ2511(±) （受付91時30分） ：日時 9月25日（卦～2611(H)

開催日 I l月4臼附・ll丹19日働 ： 午前lO時～lI 時30分 ： 午前9時～午後5時

募集人員 100名 ：場所 子行て支般センター ：場所 朝H街かど美術館

締め切り 9月30日同 ：対象 保行所入所所Iの l歳以上のお ：入場料 無料

応募先・ 問い合わせ 花と緑の銀行 ：子さんとご家紋 ：出展 和紙函野村雅子

側H支店（役場産業建設隷農地林務係： ｛赤ちゃん広縁］ ： 水彩スケッチ 野村 岡lj

宮内線246) ：指導 助産師

黒部職業能力開発

センター入所生

：日時 9刀30日附（受付9時30分）

午前10時～ll時3Ujf

－場所 チ打て支援センター

募集科及び定員 －対象 1 tf＂－未満の乳児とご家族及び ：

震作業シーズン申の
出火防止について

住宅サービス科 l類 ・II類－一名15名：妊t主婦
限度

乾燥機を使JIJするときは、次のこ

：とに注意してくださL、
教急フェア ~ o使用前にはバーナーの清掃、ベル

9 J-1 911は、 f赦；包の目Jです。救 ：トの点検を行ってください。

'l¥'l報ビジネス科…20名

介護サービス科…20名

訓練期間 ：急業務への理解と応急手当の普及を： O給油の際には、燃料をあふれさせ

住宅サービス科 ・情報ビジネス科一・ : n 的に救急フェアを開催します。 ：ないようにし、あふれた場合はすぐ

10月8日倒～平成17年3月15日ω ：日時 9JJ 5 Fl(H）午前10時～午後1時：に後始末をしてください。
介護サービス科一 ：場所 ショッピングセンターアスヵ :o使用中は時々見回りをしてください。
IOJJ 8日樹～ll月291::1伺） －内容 ・応急手当の基礎知識 ・高・ O消火器を備え付けてください。
願書受付期間 9月9日附まで

応募方法 下記巾し込み先または公：

共職業安定所に願書を提出してくださ：

L、。（雇用保険受給者は、所轄の公共職：

業安定所に願書を提出してくださL、）

申し込み・問い合わせ 黒部職業能：

力開発センター（ft52-0251)

危険物取扱書試験

試験日及び会湯

I OJ J 31円（日） 前例商工ピル（高岡市）

I l月7日（日）富山工業高校（富山市）

I I J-J 14日（日） ありそドーム（魚津市）

9月8日はf県・市町村続ーノーマイカーデーj
一一 マイカー休み。ワタシは歩く。一一

富山県は、マイカーの利用割合が

全国でもトップクラス。マイカーは

生活になくてはならないものとなっ

ています。しかし、「歩かなしリ こ

とによる蝕版聞への路響やマイカー

の過度の利聞による交通渋滞、 公共

交通の衰退、際悦ll¥1題（地球漏暖化・

大気汚染）なども招いています。

9月8日、公共交通を利川したり、

相乗りするなどして、通勤や通学、

そして fちょっとそこまでJのマイ

カーの利用を挫えてみましょう。

F窓日官n様、

一，、‘・－』ー＿，‘・．，
・園田
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『母
の
残
像
』

こ
の
見
事
な
鉛
筆
画
を
現

在
開
催
中
の

「木
下
出
展
』

で
ぜ
ひ
実
物
を
見
て
い
た
だ

周園出会会

7/7 

書辻岩崎

。え 4二 信担

松倉理恵子（女）I凌拍子東下町

さき込
水野夏皐（女）撃

おすこやかに

II 

（出生日）

6/28 

（

1
9
9
5年）

106.0 
× 
76.0 
々

鉛
筆
一
幽

木
下

耳立
回

作

（1
9
4
7
年
1

き
た
い
。
た
だ
「
す
ご
い
」

せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

こ
の
「
母
の
残
像
」
は
ま
さ
し
く
実

と
感
嘆

由奇

0・うぜい = 

西島璃星（男）良区住下山新

fヘペ
上道下

車g不破あさひ（女）簿

おしあわせに

敬意義村

7/5 

7 /11 

（神

母
を
揃
い
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ

の
母
は
1
9
8
4年
に
交
通
中
故
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
記

憶
で
揃
い
た
絵
な
の
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

怖
く
な
る
ほ
ど
の
リ

ア
リ
テ
ィ
で
見
る
者
に
迫
っ
て
く
る
。

戦
後
の
混
乱
期
に
自
宅
が
火
災
で

焼
失
し
、
ハ
メ
が
職
に
就
け
ず
、
困
窮

の
極
限
状
態
の
生
活
と
な
り
、
弟
は

餓
死
同
然
で
死
ん
で
い
っ
た
。
母
は

そ
の
よ
う
な
状
況
に
嫌
気
が
さ
し
、

家
山
を
練
り
返
し
、
全
国
を
流
浪
し

て
歩
い
た
と
い
う
。
や
が
て
侠
市
を

共
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
画
・家

は
、
母
を
モ
デ
ル
に
数
多
く
の
作
品

を
描
き
続
け
て
い
る
。
母
は
息
子
の

た
め
に

1
円

1
0
0円
の
モ
デ
ル
代

で
述
日
8
時
間
以
上
も
立
ち
続
け
て

く
れ
た
そ
う
だ
。
捕
か
れ
た
母
の
顔

の
し
わ
や
表
情
に
は
苦
労
の
多
か
っ

た
生
き
ざ
ま
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

い
い
絵
で
あ
る
か
ど
う
か
は
そ
の

熟部市

黒部市

山崎新

大家庄

小在池

車盛

映里奈

明

演

彦

子

寿樹

布紀子

成

邦

裕

谷

藤

里

本

坪

附

（杉
大

拙
か
れ
た
絵
が
生
き
て
い
る
か
ど
う

か
で
あ
る
。
命
の
な
い
絵
は
い
く
ら

う
ま
く
き
れ
い
に
揃
か
れ
て
い
て
も

い
い
絵
と
は
い
え
な
い
。
要
す
る
に

そ
の
絵
に
魂
が
入
っ
て
い
る
か
ど
う

か
だ
。
こ
の
拙
か
れ
た
母
の
射
抜
く

よ
う
な
眼
光
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

魂
の
入
っ
た
す
ご
い
絵
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
絵

が
鉛
筆
だ
け
に
よ
っ
て
揃
か
れ
て
い

る
こ
と
に
驚
か
ざ
る
を
え
な
い
。

町
制
施
行
田
周
年
記
念

．
木
下
亜
日
展

ー
鉛
事
両
に
よ
る

迫
真
の
超
リ
ア
リ
ズ
ム
1

9
月
ロ
日
目
ま
で

－
梅

津

祭

あ
り
の
ま
ま
展

9
同
団
自
国
1
円
月
7
日
目
ま
で

黒部市

町

知115T目

悶柳

；畿中
をごめい，s、く

義雄（82)

久 (76) 

久孝（79)

黒坂

居波

裳用

広
報
の
ひ
ど
り
Z
E

V
朝
日
町
が
誕
生
し
て
切
年
。
記
念
す

べ
き
節
目
の
行
引
を
鮮
明
に
お
伝
え
す

る
た
め
、
今
岡
は
カ
ラ
ー
で
お
届
け
し

ま
す
V
本
文
に
も
あ
り
ま
す
が
、
印
刷

年
記
念
式
典
で
は
町
の
あ
ゆ
み
を
綴
り

返
る
ビ
デ
オ
が
映
さ
れ
ま
し
た
。
先
人

が
杭
み
重
ね
た
労
前
に
思
い
を
到
し
な

が
ら
も
、
自
分
が
そ
の
際
史
の

一
部
に

職
口
と
し
て
桝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
、

内
び
と
舵
き
汚
・）
を
感
じ
ま
し
た
。
少

し
前
だ
と
思
っ
て
い
た
出
来
事
が
も
う

何
年
も
前
の
こ
と
だ
な
ん
て
：
・
。
ま
さ

に
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」
V
こ
の
広
報
あ

さ
ひ
も
今
の
情
報
を
皆
さ
ん
に
伝
え
る

役
割
だ
け
で
な
く
、
町
の
歴
史
を
後
世

に
語
る
瓜
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
制
点
を
志
識
し
た
紙
前
作
り

も
、
向
分
の
課
題
の

一
つ
だ
と
認
識
さ

せ
ら
れ
た
記
念
式
典
で
し
た
。

町

中三浦町

辻岩崎

鮫

西

谷

町

辻者苦店奇

桜善次（85)

水野文太郎（87)

谷口

智恵（32)

(88) 

犬回かつ栄（86)

八木宏、ゅん （74)

きみ

水野

i問機

町桜弘（71)伊藤

．翠E
jl 

畠高幸男（68)小坂


